
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1，次の文を声に出して読んで、その意味を考えなさい。 

 

       私    友達   公園   野球   します。 
 
 

２，上の   で囲まれた単語を好きな順に並べ替えなさい。 

 

                          します。 
 
 

３，さらに別の順に並べ替えなさい。 

 

                          します。 
 
 

４，上の１番の順に並んだ単語の後ろの○の中に１文字を入れて意味の通る文にしなさい。 

 

     私    友達   公園   野球   します。 
 
 

５，４番の○のひらがなをそのままにして、上の２番の   の順に単語を並べなさい。 

 

                          します。 
 
 

６，４番の○のひらがなをそのままにして、上の３番の   の順に単語を並べなさい。 

 

                          します。 
 
 

７，上の６番の   の単語をそのままでも意味が通るように、○に１文字を入れなさい。 

 

                          します。 
 

 

※ このように、日本語では“助詞”という単純な１文字が「文の意味」を決定している 

ことがわかります。（助詞の使い方を間違えるとまったく意味が通じません。） 
 

※ 英語では『文型』に加えて『前置詞』という種類の言葉が「文の意味」を決めてゆき 

ます。その前置詞は日本語の助詞のように単純で文字数の少ない単語ですが、使い方

が面倒でとても厄介な言葉です。 
 

※ 日本語は上の１番～３番のように助詞を使わなくても語順を替えても「文の意味」が 

伝わるのに、英語は文型や前置詞をちゃんと使わなくてはならず、タイヘンです。 
 

※ 「英文」です。 
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 I  play  baseball  in  the  park  with  my  friends . 


